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対象地域の位置及び区域
和光市全域

「和光市版スーパーシティ構想」地域まちづくり計画（令和６年９月更新）

取組の概要

まちづくりの方向性
新たに整備を予定している駅北側の交通拠点及び和光北イ
ンターチェンジ周辺の産業拠点をはじめ、市内の公共施設、
医療施設や商業施設などの各拠点が有機的に結ばれたス
マート交通システム（和光版MaaS）を構築する。
和光版MaaSを基軸とした市内全体のネットワーク化により、
コンパクトで自立した都市づくりを推進し、来る高齢化社会に
対応したまちの実現を目指す。

他の計画における位置付け
・第五次和光市総合振興計画基本構想
・和光市都市計画マスタープラン
・和光市立地適正化計画
・和光市地域公共交通計画
・和光市国土強靱化地域計画

まちづくりにおける課題
市内人口は現在も増加傾向であるが、今後の人口減少及び
高齢化による社会保障費の増加が見込まれている。
高齢者数は増加傾向にあり、運転免許の返納などから、移
動の自由を確保することが難しくなっていく一方で、運転手不
足などにより、公共交通機関の運行継続が懸念されている。
災害に対する備えが不可欠となっている。
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地域の現況

人口・世帯の状況

本市の総人口は、平成元年の54,628人から、ここ30年間で
約27,200人増加し、令和6年には84,378人となっている。
世帯数は、平成元年に19,417世帯であったのが、令和6年に
は43,671世帯となり、ここ30年間で倍増している。
年齢3区分別人口を見ると、年少人口（0～14歳）及び生産年
齢人口（15～64歳）が占める割合が減少する一方で、老年人
口（65歳以上）が占める割合が年々増加している。
人口推計では、2031年には約90,000人になると見込まれる。
また、年齢3区分別人口の構成比については、老年人口比率
は横ばいであるが、年少人口比率が減少する見通しとなって
いる。

地域交通の状況

本市は、東武東上線、東京メトロ有楽町線、同副都心線によ
り首都圏からの交通の利便性が高いことがまちの魅力の１つ
である。一方で市内には狭隘な道路や坂などの要因により公
共交通が不便な地域が多く、高齢者や障害者など、交通弱者
といわれる方々の移動手段の確保が求められている。
そこで、民間交通事業者も参加する地域公共交通会議を通
じて、総合的な公共交通体系の改善を図るための各種検討を
行っている。
さらに、新たな幹線道路ネットワークとして、一般国道254号
和光バイパスの整備に合わせた都市計画道路の整備を進め
ている。

開発の状況

本市の土地利用の割合は、住宅用地が26.2％で最も多く、
次いで公益施設用地（14.1％）、道路用地（14.1％）、農地
（8.5％）、その他の自然地（8.4％）の順となっている。
交通利便性が高く、良好な居住環境を有する都市であること
から人口が市制施行以来一貫して増加している。人口増加に
伴い、各地域における土地区画整理事業の実施、民間による
住宅開発が進められた。
商業・交通の拠点性向上やにぎわい創出、コンパクトで自立
した都市づくりが求められている。

地域資源

本市の地形は、武蔵野台地と荒川低地にまたがり、白子川、
越戸川、谷中川により台地が浸食され、長い年月をかけて形
成された。東京都心から20㎞圏内にありながら多くの斜面林
のみどりや、きれいな湧き水が存在している。水資源の豊富な
本市は、河川や湧水の近くの台地に古代の人が暮らしていた
遺跡が残っており、令和2年3月には午王山遺跡が国史跡に
指定された。また、国立研究開発法人理化学研究所や大手自
動車メーカーなどの研究開発機関、国の機関、大学などが多
く立地し、多くの研究者や専門家が活動している。

「和光市版スーパーシティ構想」地域まちづくり計画（令和６年９月更新）
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まちづくりのコンセプトと事業全体の概要

まちづくりのコンセプト

新たに整備を予定している駅北側の交通拠点及び北IC周辺
の産業拠点をはじめ、市内の公共施設、医療施設や商業施設
などの拠点を結ぶ自動運転サービスと既存の公共交通ネット
ワークを連携させた「スマート交通システム（和光版MaaS）」を
構築し、市内の各拠点が有機的に結ばれたコンパクトで自立
した都市づくりを推進する。

事業全体の概要
【コンパクト】新たな交通システムによる都市機能の集積
・スマート交通システム（和光版MaaS）の構築
・駅北口の交通拠点としての機能強化に向けた再開発
・北IC周辺地域における産業拠点の形成に向けた
土地区画整理事業、新倉PAの拡張の推進
・拠点周辺の道路網の整備
・市街地再開発事業による地域の賑わいづくりに寄与するガレリ
ア等広場空間の整備

【スマート】拠点間を結ぶ自動運転サービスの導入
・自動運転技術の社会実験（レベル-４）
・自動運転車両走行のための車線整備
・高度通信システム（５G）の導入
・市街地再開発事業による各種情報表示用（災害含む）デジタル
サイネージ等設置

【レジリエント】安定的な自動運転サービスに向けたエネルギー
供給

非常時における一時避難場所の確保
・ 地元企業及び和光北インター東部地区への垂直避難場所の確
保

非常時におけるエネルギー供給
・非常時における再生可能エネルギーの活用（排熱発電、
太陽光発電、バイオマス発電など）

市街地再開発事業の取組
・災害時におけるガレリアを利用した帰宅困難者の一時的な滞在
場所の確保（太陽光発電等による電力供給を含む）

推進体制

まちづくりのコンセプトに位置づけた事業を推進するため、以
下の組織等により進めている。
・和光市地域公共交通会議
【構成】市民、学識、国土交通省、埼玉県、埼玉県警察、

民間事業者、和光市
・未来技術地域実装協議会（スマート交通システム事業）
【構成】内閣府、国土交通省、警察庁、総務省、埼玉県、

民間事業者、和光市
・和光市駅北口地区市街地再開発準備組合
（駅北口再開発事業）
【構成】権利者、事業協力者、和光市
・和光北インター東部地区土地区画整理組合
（北IC周辺産業拠点事業）
【構成】権利者、業務代行者、和光市

新たな交通システムで市内の拠点を結び
時間軸での都市のコンパクト化を図る

「和光市版スーパーシティ構想」地域まちづくり計画（令和６年９月更新）
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和光版MaaSのイメージ

「和光市版スーパーシティ構想」地域まちづくり計画（令和６年９月更新）

【和光版MaaSによる移動例】
①自宅 ②バス停 ③和光市駅 ④病院

マイクロモビリティ 自動運転バス コミュニティバス

※アプリ等により「検索」「予約」「決済」を一括化

自動運転サービスの
走行イメージ

既存の道路空間の再配置により、自動運転車両の走行環
境整備を実施

鉄道

新産業・物業務ゾーン
（整備済み）

デマンド
交通等

商店

外
環
道

和光北IC

成田空港へ

羽田空港へ

コミュニティバス

シェア
サイクル等

自動運転
バス

新倉PA※②バス停
バ
ス
専
用
車
線
（
外
環
側
道
）

路線バス

出発点や終着点から最寄りの駅バス停までの移動手段

＝ラストワンマイル

※④病院
近隣都市の駅

路線バス

※①自
宅

マイクロ
モビリティ

コミュニティ
バス

※③和光市
駅

路線バス
複合公
益施設

市役所

樹林公園

新産業・物業務ゾーン
（整備中）

シェア
サイクル等

スマート交通システムに
よる課題解決イメージ
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駅北口再開発事業のイメージ

「和光市版スーパーシティ構想」地域まちづくり計画（令和６年９月更新）

イメージパース平面イメージ

検討段階の案であり、今後の協議により変更
となる可能性があります。
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【コンパクト】事業一覧

事業名
実施主
体

事業内容
スケジュール

備考
R６ R７ R８ R９ R１０ R１１以降

スマート交通システ
ム（和光版MaaS）

市

情報通信技術の活用により、
複数の移動手段を組合わせ
て、出発地から目的地まで
の移動について、検索・予
約・決済を一括して行うサー
ビスの提供を図る。

国補助を活用予
定

駅北口再開発事業
組合

市

市街地再開発事業を施行す
るとともに、駅前広場や地域
の賑わいづくりに寄与するガ
レリア等の広場空間の整備
を行う。
※市街地再開発事業：組合
駅前広場等整備：市

国及び県補助を
活用

和光北インター東部
地区土地区画整理
事業

組合

和光北インター東部地区に
おいて土地区画整理事業に
より新たな産業拠点を創出
する。

国及び県補助を
活用予定

新倉PAの拡張の推
進

東日本
高速道路

民間

外環道新倉PAの拡張に併
せて地域振興施設を整備す
ることで、市北部地域の地域
振興を図る。

「和光市版スーパーシティ構想」地域まちづくり計画（令和６年９月更新）

組合設立（事業計画）認可手続き～工事

ポータルサイトの
運用

本格実装

関係機関協議

設計
仮換地
指定

工事

事業検討 社会実験・社会実装
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【スマート】事業一覧

事業名
実施主
体

事業内容
スケジュール

備考
R６ R７ R８ R９ R１０ R１１以降

外環側道における車
線整備

市

和光市駅から新倉PAまでの
区間を循環走行するために
必要な道路空間をバス専用
車線として整備する。

国補助を活用

県道和光インター線
における車線整備

県

市

和光市駅から新倉PAまでの
区間を循環走行するために
必要な道路空間をバス専用
車線として整備する。

国補助を活用

自動運転車両による
運行

市

１期整備区間での社会実験
を通じて自動運転技術を確
立し、レベル４として社会実
装する。

国補助を活用予
定

高度通信システム
（５G）の導入

市

自動運転車両における安定
した通信環境を確保するた
め、５Gによる高度通信シス
テムを導入する。

駅北口再開発事業 組合

市街地再開発事業で敷地内
または施設建築物内に災害
情報を含む各種情報を発信
するためのデジタルサイ
ネージ等を設置する。

「和光市版スーパーシティ構想」地域まちづくり計画（令和６年９月更新）

整備・運営手法検討、設計 工事、設置

工事

工事

２期区間
社会実験

本格実装

導入を検討 高度通信システム（５Ｇ）の導入
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【レジリエント】事業一覧

事業名
実施主
体

事業内容
スケジュール

備考
R６ R７ R８ R９ R１０ R１１以降

非常時における一時
避難場所の確保

組合
民間

市
民間

和光北インター東部地区に
進出する企業のほか、地元
企業に対し、非常時（主に水
害時の湛水）の垂直避難場
所確保に向けて協議を行う。

非常時におけるエネ
ルギー供給

市

安定的な自動運転サービス
の運行や一時避難場所にお
ける電力確保に向けて、排
熱発電や太陽光発電、バイ
オマス発電などの非常時に
おける再生可能エネルギー
の活用を検討する。

午王山安全対策事
業

市

午王山斜面地の安全対策工
事に併せ、上部の午王山遺
跡への通路を兼ねた水害時
の上方避難経路を整備する。

駅北口再開発事業 組合

市街地再開発事業で施設建
築物内に、災害時にガレリア
を帰宅困難者の一時的な滞
在場所として確保する。（太
陽光発電等による電力供給
を含む）

国及び県補助を
活用

事業の検討

「和光市版スーパーシティ構想」地域まちづくり計画（令和６年９月更新）

整備・運営手法検討、設計 工事

企業誘致・協議
和光北インター東部地区
進出企業建築工事

市内地元企業との協議

補償調査
修正設計・調査
移転補償

安全対策工事
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ＫＰＩ

コンセプト 指標 基準値（調査時点） 最新値（調査時点） 目標値（達成年度） 備考

コンパクト
住み続けたいと思う理由として「交
通の便がよいこと」を挙げる市民の
割合（市民意識調査）

70.1％（令和元年度）
―

（令和6年度末把握予定）
80％（令和12年度）

「第五次和光市総合振
興計画」の指標に基づく

スマート
公共交通空白・不便地域の居住人
口の割合

28.4％（令和3年度）
18.1％

（令和6年度）
約10％（令和8年度）

「和光市地域公共交通
計画」の指標に基づく

レジリエント
「日ごろから防災対策を行ってい
る」と回答した市民の割合（市民意
識調査）

30％（令和元年度）
―

（令和6年度末把握予定） 50％（令和12年度）
「第五次和光市総合振
興計画」の指標に基づく

「和光市版スーパーシティ構想」地域まちづくり計画（令和６年９月更新）


